
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

　

　前記記録媒体に記録されたマーカを 検
出する検出手段、
　 位置情報を

作成する 作成手段、
　 およ
び
　 作成手段によって作成され 置
情報 記記録媒体に記録する 記録手段を備え 画像記録装置。
【請求項２】
　

、請求項１記載の画像記録装置。
【請求項３】
　前記検出手段は、前記記録媒体に記録された を内部メモリに読み出す読み出し
手段、および前記内部メモリを走査して前記マーカを検出するマーカ検出手段を含む、請
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互いに異なる複数のマーカが各々に付加された複数の静止画像を作成する第１作成手段
、

前記第１作成手段によって作成された複数の静止画像を記録媒体に記録する第１記録手
段、

前記第１記録手段による記録処理が完了した後に

前記記録媒体に記録された複数の静止画像の 前記検出手段の検出結果に基づ
いて 第２

前記検出手段による検出態様がエラー条件に合致するか否かを判別する判別手段、

前記判別手段の判別結果が肯定的となる前に前記第２ た位
を前 第２ る、

前記エラー条件は、同じマーカが連続して検出されるという順序条件、およびマーカ検
出間隔が閾値を上回るという間隔条件を含む

静止画像



求項１または２記載の画像記録装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、画像記録装置に関し、特にたとえばディジタルカメラに適用され、複数の静
止画像信号を各々にマーカを付加した状態で記録媒体に記録する、画像記録装置に関する
。
【０００２】
【従来技術】
従来のこの種のディジタルカメラの一例が、２００１年１０月２６日付けで出願公開され
た特開２００１－２９８６９３号公報［Ｈ０４Ｎ  ５／９１］に開示されている。この従
来技術は、任意の時間間隔で撮影された複数の静止画像を記録媒体のテンポラリエリアに
格納し、所望の回数の撮影が完了した後に当該複数の静止画像を動画像ファイルとして記
録媒体の正規記録エリアに記録しようとするものである。これによって、特殊撮影された
複数の静止画像を動画像として再生することができる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、従来技術では、撮影された複数の静止画像を動画像として再生するためには、上
述のような複雑な処理が必要であり、手間がかかっていた。
【０００４】
それゆえに、この発明の主たる目的は、複数の静止画像に対する簡単な処理で、当該複数
の静止画像を動画像として再生することができる、画像記録装置を提供することである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　この発明 は、

記録媒体に記録されたマーカを
検出する検出手段、 位置情報

を 作成する 作成手段、
および

作成手段によって作成され 置情報 記録媒体に記録する 記録手段を備え

【０００６】
【作用】
　

【０００７】
　

【０００８】
　検出手段は、好ましくは、記録媒体に記録された を内部メモリに読み出し、内
部メモリを走査してマーカを検出する。
【０００９】
【発明の効果】
　この発明によれば 置情報の作成という簡単な処理のみで、複数の静止画 動画像
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に従う画像記録装置 互いに異なる複数のマーカが各々に付加された複数の
静止画像を作成する第１作成手段、第１作成手段によって作成された複数の静止画像を記
録媒体に記録する第１記録手段、 第１記録手段による記録
処理が完了した後に 記録媒体に記録された複数の静止画像の

検出手段の検出結果に基づいて 第２ 検出手段による検出態様がエラ
ー条件に合致するか否かを判別する判別手段、 判別手段の判別結果が肯定的となる
前に第２ た位 を 第２
る。

第１作成手段は、互いに異なる複数のマーカが各々に付加された複数の静止画像を作成
する。作成された複数の静止画像は、第１記録手段によって記録媒体に記録される。第１
記録手段による記録処理が完了すると、記録媒体に記録されたマーカが検出手段によって
検出される。記録媒体に記録された複数の静止画像の位置情報は、検出手段の検出結果に
基づいて、第２作成手段によって作成される。判別手段は、検出手段による検出態様がエ
ラー条件に合致するか否かを判別し、第２記録手段は、判別手段の判別結果が肯定的とな
る前に第２作成手段によって作成された位置情報を記録媒体に記録する。

好ましくは、エラー条件は、同じマーカが連続して検出されるという順序条件、および
マーカ検出間隔が閾値を上回るという間隔条件を含む。

静止画像

、位 像を



として再生することができる。また、従来技術のようにテンポラリエリアを作成する必要
がないため、記録媒体の容量の効率化を図ることができる。
【００１０】
この発明の上述の目的，その他の目的，特徴および利点は、図面を参照して行う以下の実
施例の詳細な説明から一層明らかとなろう。
【００１１】
【実施例】
図１を参照して、この実施例のディジタルカメラ１０は、イメージセンサ１２を含む。被
写体の光像は当該イメージセンサ１２の受光面に入射され、入射光像に対応するカメラ信
号（生画像信号）が光電変換によって生成される。タイミングジェネレータ（ＴＧ）１４
は、ＣＰＵ４０から処理命令が与えられたとき、シグナルジェネレータ（ＳＧ）１６から
出力された垂直同期信号および水平同期信号に応答してイメージセンサ１２からカメラ信
号を読み出す。イメージセンサ１２からは、予め設定された解像度のカメラ信号が予め設
定されたフレームレートで出力される。出力されたカメラ信号は、ＣＤＳ／ＡＧＣ回路１
８における周知のノイズ除去およびレベル調整を経て、Ａ／Ｄ変換器２０によってディジ
タル信号に変換される。
【００１２】
信号処理回路２２は、ＣＰＵ４０から処理命令が与えられたとき、Ａ／Ｄ変換器２０から
出力されたカメラデータに色分離，ＲＧＢ変換，白バランス調整，ＹＵＶ変換などの周知
の信号処理を施し、輝度成分（Ｙデータ）および色差成分（Ｕデータ，Ｖデータ）からな
る画像データを生成する。生成された画像データはメモリ制御回路２４に与えられ、メモ
リ制御回路２４によってＳＤＲＡＭ２６の画像データ格納エリア２６ａに書き込まれる。
なお、ＳＤＲＡＭ２６の各アドレスは８ビットである。
【００１３】
ビデオエンコーダ２８は、ＣＰＵ４０から処理命令が与えられたとき、画像データ格納エ
リア２６ａに格納された画像データをメモリ制御回路２４を通して読み出し、読み出され
た画像データをエンコードする。エンコードされた画像信号はモニタ３０に供給され、当
該画像信号に対応する画像が画面に表示される。
【００１４】
ＪＰＥＧコーデック３２は、ＣＰＵ４０から圧縮命令を受けたとき、画像データ格納エリ
ア２６ａに格納された１フレーム分の画像データをメモリ制御回路２４に読み出させ、読
み出された画像データにＪＰＥＧフォーマットに準じた圧縮処理を施す。当該圧縮処理に
よって生成されたＪＰＥＧデータは、ＪＰＥＧコーデック３２からメモリ制御回路２４に
与えられ、メモリ制御回路２４によってＪＰＥＧデータ格納エリア２６ｂに格納される。
一方、ＣＰＵ４０から伸長命令を受けると、ＪＰＥＧコーデック３２は、ＪＰＥＧデータ
格納エリア２６ｂに格納された１フレーム分のＪＰＥＧデータをメモリ制御回路２４に読
み出させ、読み出されたＪＰＥＧデータにＪＰＥＧフォーマットに準じた伸長処理を施す
。伸長画像データが得られると、ＪＰＥＧコーデック３２は、当該伸長画像データをメモ
リ制御回路２４を通して画像データ格納エリア２６ａに格納する。
【００１５】
ＣＰＵ４０は、上述のような処理命令を発生する以外に、自らＪＰＥＧデータの記録／再
生処理を行う。記録時、ＣＰＵ４０は、ＪＰＥＧデータ格納エリア２６ｂに格納されたＪ
ＰＥＧデータをメモリ制御回路２４を通して読み出し、読み出されたＪＰＥＧデータを記
録命令とともにディスクドライブ３４に与える。ＪＰＥＧデータは、ディスクドライブ３
４によってＦＡＴ（ File Allocation Table）方式で光磁気ディスク３８に記録される。
再生時、ＣＰＵ４０は、ディスクドライブ３４に再生命令を与え、ディスクドライブ３４
によって光磁気ディスク３８から読み出されたＪＰＥＧデータをメモリ制御回路２４を通
してＪＰＥＧデータ格納エリア２６ｂに書き込む。
【００１６】
光磁気ディスク３８は着脱自在な不揮発性の記録媒体であり、記録面には、図２に示すよ
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うにＦＡＴ領域３８ａ，ルートディレクトリ領域３８ｂおよびデータ領域３８ｃが形成さ
れている。このような光磁気ディスク３８がスロット３６に装着されたとき、ディスクド
ライブ３４によってアクセス可能となる。
【００１７】
システムコントローラ４２には、各種の操作キー４６～５４が接続され、オペレータによ
ってキー操作が行なわれると、その時点のキー状態を示す状態信号がシステムコントロー
ラ４２からＣＰＵ４０に与えられる。ここで、撮影／再生切換キー４６は、撮影モードお
よび再生モードのいずれか一方を選択するためのキーである。シャッタキー４８は、撮影
モードにおいて有効となるかつ被写体の撮影トリガを発するためのキーである。
【００１８】
メニューキー５０は、撮影設定を行うためのキーである。具体的には、メニューキー５０
の操作によって、撮影態様としてインターバル撮影／アニメーション撮影／ノーマル撮影
のいずれかを選択でき、解像度としてＶＧＡ／ＱＶＧＡのいずれかを選択でき、フレーム
レートとして１５ｆｐｓ／３０ｆｐｓのいずれかを選択できる。また、インターバル撮影
が選択されたときは、インターバル時間および撮影フレーム数を設定できる。終了キー５
２は、アニメーション撮影を終了するためのキーである。
【００１９】
図３～図７を参照して、撮影時のＣＰＵ４０の動作を説明する。ステップＳ１では、撮影
設定処理を行う。つまり、オペレータによるメニューキー５０の操作に従って、所望の撮
影設定を行う。続くステップＳ３では、選択された撮影態様を判別する。ノーマル撮影が
選択されているときは対応する処理に進み、インターバル撮影またはアニメーション撮影
が選択されているときはステップＳ５以降の処理に進む。
【００２０】
まずステップＳ５でムービファイル名を決定し、次にステップＳ７で撮影トリガの有無を
判別する。インターバル撮影では設定されたインターバル期間が経過する毎に撮影トリガ
が発生し、アニメーション撮影ではシャッタキー４８の操作によって撮影トリガが発生す
る。撮影トリガが発生するとステップＳ９に進み、ステップＳ５で決定されたファイル名
を持つムービファイルのオープンを試みる。具体的には、当該ファイル名を含むファイル
パスを用いてディスクドライブ３４にファイルオープンを要求する。
【００２１】
ステップＳ１１では、ファイルオープン要求に対してディスクドライブ３４から返送され
た信号によって、所望のムービファイルをオープンできたかどうかを判断する。ディスク
ドライブ３４から READY信号が返送されたときは、ステップＳ１１からステップＳ１３に
進み、オープンされたムービファイルの末尾アドレスにファイルポインタＦＰを設定する
。一方、ディスクドライブ３４から NOT READY信号が返送されたときは、ステップＳ１１
でＮＯと判断し、ステップＳ１５で上述のファイル名を持つムービファイルを新規に作成
するとともに、ステップＳ１７でムービファイルヘッダを当該新規ムービファイルに書き
込む。
【００２２】
ステップＳ１５のファイル作成処理によって、ステップＳ５で決定されたファイル名と“
０”を示すサイズ情報とが図２に示すルートディレクトリ領域３８ｂに書き込まれる。ま
た、ステップＳ１７の処理によって、ステップＳ１で設定されたフレームレートおよび解
像度の情報（撮影条件情報）を含むムービファイルヘッダがデータ領域３８ｃに書き込ま
れる。ムービファイルヘッダが書き込まれた時点で、ファイルポインタＦＰは当該ムービ
ファイルヘッダの末尾アドレスに位置する。
【００２３】
なお、ステップＳ５でムービファイル名が決定された後の１回目のステップＳ１１でＮＯ
と判断され、このときステップＳ１５でムービファイルが新規に作成される。また、後述
するステップＳ２７でＹＥＳと判断された後のステップＳ１１でＹＥＳと判断され、この
ときステップＳ１３でファイルポインタＦＰがムービファイルの末尾アドレスに設定され
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る。
【００２４】
ステップＳ１９ではＳＧ１６から垂直同期信号が出力されたかどうか判断し、ＹＥＳであ
ればステップＳ２１で１フレーム画像取り込み処理を行う。具体的には、設定された解像
度に応じた処理命令をＴＧ１４および信号処理回路２２に与えるとともに、圧縮命令をＪ
ＰＥＧコーデック３２に与える。さらに、これらの処理によって得られた１フレームのＪ
ＰＥＧデータをＳＤＲＡＭ２６のＪＰＥＧデータ格納エリア２６ｂから読み出し、当該Ｊ
ＰＥＧデータを記録命令とともにディスクドライブ３４に与える。ＪＰＥＧデータは、オ
ープンされたムービファイルのファイルポインタＦＰ以降に記録される。つまり、ムービ
ファイルは図８に示す要領で作成される。
【００２５】
なお、各フレームのＪＰＥＧデータの先頭および末尾には、マーカＳＯＩ（ Start Of Ima
ge）およびＥＯＩ（ End Of Image）がそれぞれ埋め込まれる。マーカＳＯＩおよびＥＯＩ
はいずれも１６ビットで表され、ＳＯＩは“ｆｆｄ８”であり、ＥＯＩは“ｆｆｄ９”で
ある。
【００２６】
ＪＰＥＧデータの記録が完了すると、ステップＳ２３でファイルクローズ処理を行う。具
体的には、ルートディレクトリ領域３８ｂに書き込まれたサイズ情報を更新するとともに
、ＪＰＥＧデータが記録されたクラスタにリンクが形成されるようにＦＡＴ領域３８ａの
ＦＡＴ情報を更新する。
【００２７】
ステップＳ２５ではモード終了の有無を判断し、ステップＳ２７では撮影トリガの発生の
有無を判別する。モード終了でなければ、撮影トリガの発生に応答してステップＳ９以降
の処理を繰り返す。インターバル撮影では設定された撮影フレーム数の撮影が完了しない
限りステップＳ２５からステップＳ２７に進み、アニメーション撮影では終了キー５２が
操作されない限りステップＳ２５からステップＳ２７に進む。インターバル撮影において
設定された撮影フレーム数の撮影が完了するか、あるいはアニメーション撮影において終
了キー５２が操作されると、モード終了と判断し、ムービファイルを完成させるべくステ
ップＳ２９以降の処理を実行する。
【００２８】
まずステップＳ２９で未完成状態のムービファイルをオープンする。つまり、ステップＳ
５で決定したファイル名を含むファイルパスをディスクドライブ３４に与えて、未完成ム
ービファイルをオープンする。ステップＳ３１では、オープンされた未完成ムービファイ
ルのヘッダ部分データ（ムービファイルヘッダおよび１番目のＪＰＥＧデータの一部を含
むデータ）をデータ領域３８ｃから読み出し、読み出したヘッダ部分データをＳＤＲＡＭ
２６のワークエリア２６ｃに書き込む。ムービファイルヘッダのデータサイズは予め決め
られているため、ステップＳ３３ではワークエリア２６ｃに格納されたヘッダ部分データ
から１フレーム目のＪＰＥＧデータの先頭アドレスを検出し、ステップＳ３５では検出さ
れた先頭アドレスに対応するムービファイル上のアドレスにファイルポインタＦＰを設定
する。ファイルポインタＦＰは、図８に示す要領でＪＰＥＧデータ０の先頭アドレスに設
定される。
【００２９】
ステップＳ３７ではフレーム番号ｉを“０”に設定し、ステップＳ３９ではファイルポイ
ンタＦＰ以降に存在する所定量のデータをデータ領域３８ｃからワークエリア２６ｃに転
送する。この所定量は、１．５フレーム分のＪＰＥＧデータに相当する量（目標フレーム
サイズの１．５倍）であり、ステップＳ１で選択された解像度に基づいて算出される。読
み出されたデータは、図９に示すようにワークエリア２６ｃにマッピングされる。
【００３０】
ステップＳ４１では、ポインタｐｔｒを図９に示すアドレスＭＯＶに設定する。アドレス
ＭＯＶは、ワークエリア２６ｃに格納された所定量のデータの先頭アドレスである。ポイ
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ンタｐｔｒが設定されると、ステップＳ４３でフラグＳＯＩ＿ｆｌｇをリセットし、ステ
ップＳ４５で“＊ｐｔｒ”を“ｆｆ”と比較する。ステップＳ４７ではポインタｐｔｒの
設定先を１アドレス分進め、ステップＳ４９では“＊ｐｔｒ”を“ｄ８”と比較する。
【００３１】
“＊ｐｔｒ”はポインタｐｔｒの設定先のアドレス値を意味し、“０ｘ”は１６進表示を
意味する。上述のように、マーカＳＯＩの値は１６ビットで“ｆｆｄ８”であり、ＳＤＲ
ＡＭ２６の各アドレスは８ビットであるため、“ｆｆｄ８”が２アドレスを用いて表現さ
れる。ステップＳ４５～Ｓ４９は、注目する２アドレスにマーカＳＯＩが書き込まれてい
るかどうかを判別する処理である。
【００３２】
マーカＳＯＩが検出されなければ、ステップＳ４５およびＳ４９のいずれか一方でＮＯと
判断される。この場合、ワークエリア２６ｃに格納された所定量のデータは未完成ムービ
ファイルを構成しない不適切データであるとみなして、図７に示すステップＳ７７に移行
する。一方、マーカＳＯＩが検出されたときは、ステップ４９からステップＳ５１に進み
、フラグＳＯＩ＿ｆｌｇを“１”にセットするとともに、ポインタｃｐｔｒを“ｐｔｒ－
１”に設定する。ポインタｃｐｔｒは、検出されたマーカＳＯＩを含むＪＰＥＧデータの
先頭アドレスをポイントする。
【００３３】
ステップＳ５３ではポインタｐｔｒを１アドレス更新し、続くステップＳ５５ではポイン
タｐｔｒの設定先アドレスを判別する。ここで、設定先アドレスが“ＭＯＶ＋所定量”を
超えていなければステップＳ５７～Ｓ６３の処理を行う。ステップＳ５７では“＊ｐｔｒ
”を“ｆｆ”と比較し、ステップＳ５９ではポインタｐｔｒの設定先を１アドレス更新し
、ステップＳ６１では“＊ｐｔｒ”を“ｄ８”と比較し、そしてステップＳ６３では“＊
ｐｔｒ”を“ｄ９”と比較する。“ｆｆｄ８”はマーカＳＯＩの１６ビット値を示し、“
ｆｆｄ９”はマーカＥＯＩの１６ビット値を示す。このため、ステップＳ５７～Ｓ６３は
、注目する２アドレスにマーカＳＯＩまたはＥＯＩが書き込まれているかどうかを判別す
る処理である。
【００３４】
注目する２アドレスのうち最初のアドレス値が“ｆｆ”でなければ、次のアドレス値を判
別することなくステップＳ５３に戻る。最初のアドレス値が“ｆｆ”であれば、次のアド
レス値が“ｄ８”であるかどうかをステップＳ６１で判断し、次のアドレス値が“ｄ９”
であるかどうかをステップＳ６３で判断する。アドレス値が“ｄ８”を示すときはステッ
プＳ６３からステップＳ７７に進み、アドレス値が“ｄ９”を示すときはステップＳ６３
からステップＳ６５に進み、アドレス値が“ｄ８”および“ｄ９”のいずれでもなければ
、ステップＳ５３に戻る。
【００３５】
つまり、ステップＳ４５～Ｓ４９によるマーカＳＯＩの検出に続いてマーカＳＯＩが再度
検出されたときは、ワークエリア２６ｃに格納された所定量のデータには未完成ムービフ
ァイル以外の不適切データが含まれているとみなして、ステップＳ７７に進む。また、マ
ーカＥＯＩが検出されないうちにポインタｐｔｒの設定先アドレスが“ＭＯＶ＋所定量”
を超えたときも、この所定量のデータに未完成ムービファイル以外の不適切データが含ま
れているとみなして、ステップＳ７７に進む。一方、マーカＥＯＩが検出されたときは、
未完成ムービファイルを構成する１フレームのＪＰＥＧデータがワークエリア２６ｃに格
納されているとみなして、ステップＳ６５に進む。
【００３６】
ステップＳ６５ではポインタｐｔｒを１アドレス分更新し、続くステップＳ６７では今回
検出された１フレームのＪＰＥＧデータのサイズを数１に従って算出する。
【００３７】
【数１】
ｓｉｚｅ［ｉ］＝ｐｔｒ－ｃｐｔｒ
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ポインタｐｔｒはマーカＥＯＩが書き込まれた２アドレスの次のアドレスをポイントし、
ポインタｃｐｔｒはマーカＳＯＩが書き込まれた２アドレスのうち最初のアドレスをポイ
ントする。このため、ポインタｐｔｒからポインタｃｐｔｒを引き算することによって、
現フレーム画像のサイズが算出される。
【００３８】
ステップＳ６９では、今回検出されたＪＰＥＧデータのインデックス情報を図１１に示す
インデックス情報テーブル４０ａに書き込む。具体的には、検出されたＪＰＥＧデータの
開始位置情報（＝ｃｐｔｒ）とサイズ情報（＝ｓｉｚｅ［ｉ］）とをインデックス情報テ
ーブル４０ａに書き込む。インデックス情報の書き込みが完了すると、ステップＳ７１で
フレーム番号ｉをインクリメントする。
【００３９】
ステップＳ７３では、ワークエリア２６ｃ格納されたＪＰＥＧデータと同じＪＰＥＧデー
タを未完成ムービファイルから特定し、特定したＪＰＥＧデータの末尾アドレスの次アド
レスにファイルポインタＦＰを設定する。ステップＳ７５では、更新されたファイルポイ
ンタＦＰが未完成ムービファイルの末尾アドレスを超えたかどうか判断し、ＮＯであれば
ステップＳ３９以降の処理を繰り返すが、ＹＥＳであればステップＳ７７に進む。
【００４０】
ステップＳ７７では、現フレーム番号ｉを未完成ムービファイルの総フレーム数として決
定する。続くステップＳ７９では、図１１に示すインデックス情報テーブル４０ａに書き
込まれたインデックス情報とステップＳ７７で決定された総フレーム数とを含むインデッ
クスチャンクをファイルポインタＦＰ以降に作成する。ステップＳ８１では、インデック
スチャンクを付加した後の未完成ムービファイルのトータルサイズ値をインデックス情報
テーブル４０ａに書き込まれたサイズ情報に基づいて算出する。ステップＳ８３では、算
出されたトータルサイズ値をムービファイルヘッダに追加する。これによって、 Quick Ti
me規格を満足するムービファイルが完成する。ステップＳ８５では、完成したムービファ
イルのクローズ処理を行う。クローズ処理では、算出したトータルサイズを示すサイズ情
報をルートディレクトリ領域３８ｂに書き込むとともに、インデックスチャンクにリンク
が形成されるようにＦＡＴ領域３８ａのＦＡＴ情報を更新する。ムービファイルがクロー
ズされると、撮影処理を終了する。
【００４１】
以上の説明から分かるように、各フレームのＪＰＥＧデータには、マーカＳＯＩおよびＥ
ＯＩが埋め込まれ、このようなＪＰＥＧデータが光磁気ディスク３８に記録される。複数
フレームのＪＰＥＧデータの記録が完了すると、各フレームのＪＰＥＧデータがＳＤＲＡ
Ｍ２６のワークエリア２６ｃに読み出され、当該ＪＰＥＧデータからマーカＳＯＩおよび
ＥＯＩが検出される。インデックス情報（先頭アドレス情報およびサイズ情報）は、検出
されたマーカＳＯＩおよびＥＯＩに基づいて作成される。作成されたインデックス情報は
末尾フレームのＪＰＥＧデータに続いて記録され、これによって Quick Time規格を満足す
るムービファイルが完成する。
【００４２】
このように、マーカＳＯＩおよびＥＯＩに基づいて作成されたインデックス情報を複数フ
レームのＪＰＥＧデータに関連付けるようにしたため、当該インデックス情報を参照する
ことによって複数フレームのＪＰＥＧデータを連続して再生することができる。つまり、
インデックス情報の作成という簡単な処理のみで、複数フレームのＪＰＥＧデータを動画
像として再生することができる。
【００４３】
なお、この実施例では、ムービファイルは撮影毎にオープン／クローズされる（Ｓ９，Ｓ
２９）。このため、所望の回数の撮影処理（Ｓ７～Ｓ２７）とムービファイル完成処理（
Ｓ２９～Ｓ８５）とを分割し、特定のキー操作に応答して完成処理を実行するようにして
もよい。これによって、撮影処理とムービファイル完成処理との間で電源のオン／オフ操
作が可能となり、消費電力の削減を図ることができる。
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【００４４】
また、ムービファイルが撮影毎にオープン／クローズされることを考慮すると、アニメー
ション撮影では撮影の合間で電源を完全にオン／オフしてもよく、インターバル撮影では
撮影の合間でＣＰＵ４０以外の回路への給電をオン／オフしてもよい。これによって、消
費電力の削減が可能となる。
【００４５】
なお、この実施例では、ファイル管理方式としてＦＡＴ方式を採用しているが、これに代
えてＵＤＦ（ Universal Disc Format）方式を採用するようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の一実施例を示すブロック図である。
【図２】光磁気ディスクの構成の一例を示す図解図である。
【図３】図１実施例の動作の一部を示すフロー図である。
【図４】図１実施例の動作の他の一部を示すフロー図である。
【図５】図１実施例の動作のその他の一部を示すフロー図である。
【図６】図１実施例の動作のさらにその他の一部を示すフロー図である。
【図７】図１実施例の動作の他の一部を示すフロー図である。
【図８】未完成ムービファイルの構成の一例を示す図解図である。
【図９】ＳＤＲＡＭのマッピング状態の一例を示す図解図である。
【図１０】完成したムービファイルの構成の一例を示す図解図である。
【図１１】インデックス情報テーブルの構成の一例を示す図解図である。
【符号の説明】
１０…ディジタルカメラ
１２…イメージセンサ
２６…ＳＤＲＡＭ
３２…ＪＰＥＧコーデック
３８…光磁気ディスク
４０…ＣＰＵ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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